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（４）若者が山田に定着するために必要なことは

阿部さん：他自治体では子育て世代のためにラインチャットで相談ができるサー

ビスが行われていますが、山田にはそのような仕組みがあまりないと感じていま

す。ネット上で完結する仕組みが必要だと思います。

佐々木さん：今山田にある企業を成長させて、そこで働く方々の収入を増やすこと

で、安心して山田で生計を立てることができるようになれば若者が定着すると思

います。

（３）10年後はどこで暮らしてどんな大人になっていると思いますか

（２）これからも山田に残していきたいものは

佐藤さん：お祭りです。お盆や正月に山田に帰省しない人でもお祭りの時に

は帰省するくらいなので、お祭りはこれからも続いていくと思います。ＳＮ

Ｓでお祭りの様子を発信していくのも大事だと思います。

山﨑さん：今学校で山田祭りに児童生徒が参加している。山田以外の地区の

郷土芸能も山田祭りで披露すれば良いと思います。

佐藤さん：どこにいようと常に軸は山田において、山田のために自分ができるこ

とを考えながら暮らしていると思います。

山﨑さん：岩手で教員として働き、子どもたちに将来に対する希望を与えられる

存在になりたいです。

佐々木さん：いずれは山田に戻り、山田の美しい自然と風味豊かな食、お祭りに

囲まれた中で子育てをしたいです。またマリンスポーツで山田を支える一員に

なりたいです。

阿部さん：看護師としていろいろな場所で経験を積んだり技術を磨いて山田に

戻り、住民の健康を支えたいです。

小林さん：養護教諭になりこれからの山田を担う子どもたちを健康に育ててい

きたいです。また自分はお祭りが好きなので、将来子どもにお祭りの良さを伝え

たいです。

参加された皆さんは、成人した強い自

覚を持ち、ふるさと山田の将来を熱心

に考えていらっしゃることが分かり、

心強く思いました。

佐々木俊太朗さん

阿部清佳さん

佐藤翼さん

※小林さんはＺＯＯＭでの参加です。

二十歳のつどい座談会を開催
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令和７年１２月２７日に成人式実行委員５名に参加いただき、二十歳のつどい座談会を開催

しました。山田に対する思いや将来について伺いました。

※自己紹介①氏名②出身地区③現在の生活④二十歳を迎えて感じること

（１）地元を離れて思う山田の良いところは

山﨑さん：海です。大学の友人も「山田は海がきれい」

と言っています。荒神海水浴場や浦の浜海水浴場は県

内でもトップクラスにきれいな海水浴場だと思うし、

ウニや養殖のカキは全国的にも有名な産地なので海は

山田の良いところだと思います。

①佐
さとう つばさ

藤翼さん　②船越地区

③岩手県立大学宮古短期大学部

④４月から社会人になるので責

任を感じています。

①阿
あ べ  さ や か

部清佳さん　②織笠地区

③岩手県立大学で看護や保健を

学んでいます。

④家族や地域の方々に感謝して

います。

①佐
さ さ き  し ゅ ん た ろ う

々木俊太朗さん②大浦地区

③岩手県立大学盛岡短期大学部

④これからの山田をつくる一人

として頑張っていきたいです。

①山
やまざき かずま

﨑主真さん　②船越地区

③岩手大学で教育の勉強をしています。

④山田や岩手の教育を考えていきたいです。

①小
こばやし すずな

林鈴菜さん　②山田南地区

③宮城大学で看護を学んでいます。

④山田の将来を考えていきたいです。

小林さん：海やのどかなところです。大学の友人に海風

の気持ちよさや、海の良さを伝えています。

山﨑主真さん

小林鈴菜さん

聞き手

佐々木委員長↑

←昆副委員長

二十歳のつどい座談会を開催
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令和８年山田町成人式〜二十歳のつどい〜が１月１１日に山田町中央公民館で開催されました。議

会として、山田への思いや政治に関することを出席者の皆さんにお聞きしました。

二十歳二十歳の考えを聞きました！の考えを聞きました！

これまでに投票に行ったことは？

●行った　２５

●行ったことがない　１１

今後投票に行きますか？

●行く　２０

●場合によっては行く　１３

●行かない　０

議会だよりを読んだことがありますか？

●ある　１３

●時々ある　８

●ない　１２

山田に住み続けたい？

●住みたい　１５

●どちらとも言えない　１１

●思わない　１

将来山田に戻ってきたい？

●思う　１３

●分からない　１１

●思わない　０

山田の良いところは？

●自然　１４

●人柄　６

●暮らしやすさ　１

山田に足りないものは？

●仕事　４

●交通　３

●遊ぶ場所　１９

初めて会場前でのアンケート調査を実施しました

が、多くの方に回答をいただきました。二十歳を迎

えた皆さんには、今後も山田に愛着を持ち、政治に

積極的に関わっていただきたいと思います。

アンケート調査を実施した広報委員

山田にあれば嬉しいのは？

●働く機会　３

●商業施設　１７

●若者イベント　３

山田への愛着は？

●強い　１３

●普通　９

●あまりない　０
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12月

定例会の

あらまし

12月

定例会の

あらまし

　
令
和
７
年
12
月
定
例
会
は
12
月
９
日
か
ら
11
日

ま
で
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
提
案
の
議
案
11
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
）

　
一
般
質
問
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
７
〜
17
ペ
ー
ジ
）

　
第
10
次
山
田
町
総
合
計

画
基
本
構
想
は
令
和
８
年

度
を
初
年
度
と
し
、
10
年

後
の
17
年
度
を
目
標
年
次

と
し
た
本
町
が
進
む
べ
き

方
向
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
12
月
３
日

の
全
員
協
議
会
で
の
事
前

協
議
を
経
て
の
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

定
例
会
の
議
案
審
議
や
一
般
質
問
で

の
質
疑
全
文
を
記
録
し
た
会
議
録
は
、

６
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
可
能
と
な
る
予

定
で
す
。

 

【
政
策
企
画
課
か
ら
一
言
】

　
本
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
多
様
な

意
見
を
把
握
し
、
町
民
参

画
を
重
視
し
て
検
討
を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
に

と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い

内
容
と
な
る
こ
と
を
重
視

し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

第10次山田町総合計画基本構想を議決第10次山田町総合計画基本構想を議決
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要望：船越山の内地区、町道から国道に進入する箇所の見通しが悪く非常に危険である。何らか

の安全対策をしてほしい。　※「町民と議会との意見交換会」における住民の声を町に提言

国道側の２箇所にカーブミラーが設置されました。

過去に議員が行った提言や要望が、町政にどのように反映・改善されたか報告します。

なぁ〜どなったぁべぇなぁ〜どなったぁべぇ〜〜？あの質問＆提言？あの質問＆提言質疑の質疑の
その後その後

№7№7

担　当：建設課

工事名：山の内地区カーブミラー設置工事　　設置個数：２基

完　成：令和７年１０月１７日　　　　　　　事業費：７５万円

要望：柳沢地区から関谷方面に向かう町

道の鉄橋下の見通しが悪く、対向車の有

無が分かりづらく危険である。

※地区住民の声を建設課へ提言

担当：沿岸広域振興局

【改良前】

建設課が県（所管）に伝達し立ち木

が伐採されました。

【改良後】

こうなりゃんした！こうなりゃんした！

こうなりゃんしたこうなりゃんした！！
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一般質問
10人登壇

　12月定例会では、12月９日、10日の２日間にわたり、10人の議員が一般質問を行い、

活発な議論が展開されました。

質問議員
（掲載ページ） 質　問　事　項

昆　清
（８ページ）

〇水産業について　〇町内の小中学校の不登校について
〇若者の人口流出対策について　〇熊対策について
〇大雨被害について　

佐々木　慶信
（９ページ）

〇児童生徒の安心、安全の確保について
〇「子どもは地域で育てる」ための取組について
〇教育委員会の見える化について
〇不登校児童生徒への支援充実について

中屋　佳信
（10ページ）

〇熊被害の防止対策について
〇宮古港クルーズ船寄港に係る乗客誘致の取組について
〇オランダ島観光の誘客力向上に係る取組について

山﨑　忠弘
（11ページ）

〇伐期を過ぎた森林整備について
〇財政状況の見通しと事務事業の見直しについて
〇雇用の場の確保について

山崎　泰昌
（12ページ）

〇第10次山田町総合計画（素案）について　〇水産行政について
〇教育行政について

豊間根　信
（13ページ）

〇災害公営住宅について　〇熊の出没による情報提供体制について
〇テレビ共同受信組合の現状について

木村　洋子
（14ページ）

〇国民健康保険の子どもの均等割の免除について
〇熊対策について　〇災害公営住宅の空室について
〇心のケアについて

関　清貴
（15ページ）

〇本町の熊対策について　〇住民の居場所づくりについて
〇町内小中学生の不登校の現状と課題について
〇集会施設の移設について

菊地　光明
（16ページ）

〇町道名について　〇事業振興について　〇農業について

横田　龍寿
（17ページ）

〇下水道使用料の在り方と将来に向けた持続可能な事業運営について　
〇「インフォやまだ」の情報配信の多様化について
〇帯状疱疹ワクチン接種費用の補助対象年齢の拡大について
〇森林環境譲与税の活用と木育推進策について
〇山田中学校におけるフッ化物洗口の実施状況について

ＱＲコードを読み取り、一般質問通告の要旨（ＰＤＦ）を開くと、各

議員の質問を閲覧できます。→

町政をを問うう
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定例会一般質問

問
　
主
要
魚
種
の
水
揚
げ

減
少
に
よ
り
、
水
産
業
界

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

特
に
、
海
水
温
の
上
昇
と

貝
毒
に
よ
り
、
ホ
タ
テ
や

カ
キ
等
の
養
殖
に
影
響
が

見
ら
れ
、
生
産
者
や
加
工

業
者
も
厳
し
い
と
聞
く
が
、

当
局
は
把
握
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

 

佐
藤
町
長 

　
養
殖
漁
業

に
お
い
て
は
、
ホ
タ
テ
の

へ
い
死
や
カ
キ
の
卵
巣
肥

大
症
の
発
生
に
加
え
、
貝

毒
に
よ
る
出
荷
規
制
が
長

期
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。ま
た
、水
産
加
工
業
に

お
い
て
は
、
地
元
で
水
揚

げ
さ
れ
る
水
産
物
の
み
で

の
加
工
品
の
製
造
は
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
な
ど
、

水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
第

10
次
山
田
町
総
合
計
画
に

昆
こん

　清
きよし

議 員
（　新生会　）

問

問

答答

答答

水産業界への支援は

若
者
の
流
出
を
防
ぐ
環
境
整
備
は

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く

経営体強化につながる取組を進める

さらなる支援が求められる養殖漁業

一

般

質

問

一

般

質

問

お
い
て
は
、
海
洋
環
境
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
漁
法
の
転
換
や
新
た

な
養
殖
種
目
の
導
入
に
向

け
た
取
組
の
ほ
か
、
水
産

業
の
継
続
的
な
経
営
に
向

け
、
経
営
リ
ス
ク
へ
の
備

え
や
設
備
導
入
な
ど
、
経

営
体
の
強
化
に
つ
な
が
る

取
組
を
進
め
て
い
く
。

問答答
熊
駆
除
対
策
に
係
る
補
助
金
等
の
予
算
は

補
助
金
含
む
４
４
５
万
円
程
を
計
上

問
　
全
国
的
に
熊
の
被
害

が
急
増
し
て
お
り
、
特
に

岩
手
県
、
秋
田
県
に
お
け

る
人
身
被
害
が
多
く
見
ら

れ
、
国
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
そ
こ
で
伺
う
。
今
年
度

に
捕
獲
し
た
熊
は
何
頭
か
。

町
と
し
て
駆
除
活
動
に
係

る
補
助
金
等
の
予
算
は
ど

れ
く
ら
い
計
上
し
て
い
る

の
か
。
熊
捕
獲
に
対
し
て

１
頭
当
た
り
ど
れ
く
ら
い

の
報
酬
を
支
出
し
て
い
る

の
か
。

町
長 

　
今
年
度
の
熊
の

捕
獲
頭
数
は
、
11
月
末
時

点
で
10
頭
と
な
っ
て
い
る
。

駆
除
活
動
に
係
る
予
算
額

は
、
鳥
獣
対
策
事
業
費
と

し
て
、
町
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
へ
の
補

助
金
３
２
６
万
円
を
含
む

４
４
５
万
円
程
を
計
上
し

て
い
る
。
捕
獲
に
お
け
る

報
酬
は
緊
急
銃
猟
を
実
施

す
る
場
合
、
捕
獲
者
１
人

当
た
り
２
４
０
０
０
円
、

捕
獲
支
援
者
１
人
当
た
り

１
２
０
０
０
円
の
設
定
と

し
て
い
る
。

問
　
全
国
的
に
人
口
減
少

対
策
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
が
、そ
の
１
つ
と
し
て
、

働
き
方
や
福
利
厚
生
な
ど

若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

企
業
を
積
極
的
に
誘
致
し
、

雇
用
を
創
出
し
な
が
ら
、

若
者
の
流
出
を
防
ぐ
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
当
局
の
今
後
の
計
画

を
伺
う
。

町
長 

　
人
口
減
少
対
策

に
お
い
て
、
若
者
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の

確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
宮

古
地
域
雇
用
対
策
協
議
会

が
実
施
し
た
宮
古
地
域
の

高
校
生
を
対
象
に
し
た
調

査
に
よ
る
と
、「
仕
事
内

容
」
の
ほ
か
「
自
分
の
成

長
」や
「
企
業
の
雰
囲
気
」

を
重
視
し
就
職
先
を
選
択

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
企
業
誘
致

に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
金

制
度
の
拡
充
、
町
外
企
業

の
意
向
調
査
や
関
連
イ
ベ

ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
点
も
考
慮
し
な

が
ら
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
く
。
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定例会一般質問

　
熊
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

小
学
生
の
命
を
守
る
た
め
、

登
下
校
の
安
全
確
保
は
自

治
体
の
責
務
で
あ
り
、
迅

速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

問
　
最
も
効
果
が
高
い
対

策
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の

交
通
手
段
で
徒
歩
区
間
を

減
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
現

在
の
町
内
小
学
校
で
の
徒

歩
の
児
童
数
は
ど
の
く
ら

い
か
。
そ
の
中
で
熊
対
策

と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

利
用
を
希
望
す
る
児
童
、

保
護
者
は
ど
の
く
ら
い
の

数
か
。

教
育
長 

　
徒
歩
で
登
下
校

し
て
い
る
児
童
数
は
山
田

小
１
９
４
名
、
豊
間
根
小

67
名
で
あ
る
。
熊
対
策
と

し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

用
を
希
望
す
る
児
童
及
び

保
護
者
数
に
つ
い
て
は
調

査
し
て
い
な
い
が
、
数
件

佐
さ さ き

々木　慶
よしのぶ

信 議 員
（　令和新風会　）

問

問

答答

答答

子どもたちの居場所・学び場は

熊
対
策
と
し
て
熊
鈴
貸
出
の
考
え
は

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

今後検討研究していく

一

般

質

問

一

般

質

問

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
命
を
守
る
教
育
の
一

環
と
し
て
、
当
町
が
全
児

童
に
熊
鈴
等
を
貸
し
出
す

計
画
は
。

教
育
長 

　
貸
し
出
す
考
え

は
な
い
が
、
日
頃
か
ら
の

備
え
と
し
て
各
家
庭
で
準

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
花
巻
市
で
は
市
内
全

27
小
中
学
校
に
６
２
５
２

個
の
熊
鈴
を
配
付
し
て
い

る
。
町
内
の
団
体
に
熊
鈴

の
寄
贈
依
頼
を
し
た
が
、

叶
わ
な
か
っ
た
。
命
を
守

る
取
組
と
し
て
熊
鈴
の
貸

出
し
を
検
討
で
き
な
い
か
。

芳
賀
副
町
長 

　
熊
鈴
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
い
ろ

い
ろ
な
団
体
と
協
議
す
る

な
ど
、
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
令
和
６
年
度
も
不
登
校

児
童
生
徒
は
過
去
最
多
を

更
新
し
た
。「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
教
育
」
の
実
現

に
向
け
て
、
学
び
の
多
様

化
や
相
談
支
援
の
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
当
町
で
は
、
地
域
・

民
間
団
体
と
連
携
し
た
居

場
所
・
学
び
場
づ
く
り
は
。

松
葉
教
育
長 

　
来
年
度
か

ら
本
格
運
用
す
る
教
育
支

援
施
設
（
旧
船
越
小
）
で

は
近
隣
住
民
と
の
交
流
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
子
ど
も
の
居
場
所
は

大
切
で
あ
る
。
小
中
学
生

が
気
軽
に
遊
び
に
行
け
た

り
、
勉
強
し
た
り
す
る
居

場
所
は
ど
こ
か
。

濱
登
健
康
子
ど
も
課
長 

　

居
場
所
と
し
て
は
ぴ
ね
、

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
、

公
園
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
公
共
施
設
が
各
地
区
に

整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

民
間
団
体
が
小
・
中
・
高

校
生
に
居
場
所
の
提
供
を

開
始
し
て
お
り
、
遊
ん
だ

り
勉
強
し
た
り
自
由
に
過

ご
せ
る
場
所
が
増
え
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
が
歩
い

て
行
く
こ
と
が
で
き
る
場

所
に
居
場
所
を
開
設
し
て

ほ
し
い
が
。

佐
々
木
学
校
教
育
課
長 

　

不
登
校
対
策
の
取
組
と
合

わ
せ
て
、
町
全
体
と
し
て

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い

て
今
後
も
検
討
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

子どもたちの勉強のお手伝いをしている山高生
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定例会一般質問

問
　
ま
ち
な
か
の
駅
前
付

近
ま
で
熊
が
出
没
し
て
い

る
。
緊
急
銃
猟
へ
の
対
応

状
況
は
ど
う
か
。

佐

藤

町

長 

　

対

応

マ

ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
済
で
あ

り
、
実
施
体
制
に
つ
い
て

も
宮
古
警
察
署
及
び
町
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
調

整
済
で
対
応
可
能
で
あ
る
。

問
　
国
で
は
ガ
バ
メ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
の
雇
用
や
育
成

等
に
対
応
す
る
自
治
体
へ

予
算
措
置
を
検
討
し
て
い

る
が
本
町
の
対
応
は
ど
う

か
。
ま
た
担
当
課
の
増
員

や
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得

等
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長 

　
効
果
が
期
待
さ

れ
る
施
策
と
捉
え
て
い
る

が
、
キ
ャ
リ
ア
を
有
し
た

人
材
確
保
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
当
面
は
実
施
隊
へ

の
委
託
で
対
応
し
た
い
。

人
員
配
置
な
ど
に
つ
い
て

中
な か や

屋　佳
よしのぶ

信 議 員
（　令和新風会　）

問

問

答答

答答

熊の緊急銃猟実施への対応状況は

ク
ル
ー
ズ
船
乗
客
の
積
極
的
な
誘
致
を

魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
い

実施体制は整えてあり対応可能

一

般

質

問

一

般

質

問

森林経営管理の委任制度を活用

「
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
」と
は

狩
猟
免
許
と
実
猟
経
験
を
持
ち
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
駆

除
を
公
務
と
し
て
担
う
自
治
体
職
員
の
こ
と
。

問
　
宮
古
港
へ
寄
港
す
る

ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
を
本

町
へ
誘
致
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
研
究
・
開
発
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長 

　
本
町
へ
の
立
ち

寄
り
を
促
す
魅
力
あ
る
観

光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

は
、
今
後
の
状
況
を
踏
ま

問答答
オ
ラ
ン
ダ
島
の
誘
客
力
向
上
の
取
組
を

復
旧
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
す
る

海水浴客で賑わうオランダ島

（平成21年山田ビーチフェスティバル）

クルーズ船を歓迎する「愛宕青年会八木節」

船名：セブンシーズ・エクスプローラー

（アメリカ・55254トン・乗客定数809名）

令
和
８
年
か
ら
９
年
に
整

備
を
始
め
ら
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

要
望
　
町
民
か
ら
「
仮
の

桟
橋
で
も
良
い
の
で
、
海

水
浴
場
を
開
設
し
て
ほ
し

い
。」
等
の
意
見
も
あ
る
。

２
年
間
も
閉
鎖
さ
れ
て
お

り
、
何
か
方
策
も
検
討
願

い
た
い
。

問
　
オ
ラ
ン
ダ
島
は
本
町

の
観
光
資
源
の
象
徴
で
あ

る
が
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
衰
退
し
て
い
る
と
感

じ
る
。
誘
客
力
向
上
の
取

組
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

　
令
和
６
年
２
月

の
低
気
圧
で
浮
桟
橋
が
被

災
し
て
お
り
、
誘
客
力
向

上
へ
の
取
組
は
復
旧
の
進

捗
を
見
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問
　
船
着
場
の
復
旧
状
況

と
今
後
の
見
込
み
は
ど
う

か
。

加
藤
商
工
観
光
課
長 

　
相

当
の
財
源
が
必
要
で
補
助

事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

案
し
て
い
く
。

要
望
　
今
年
度
、
寄
港
し

た
ク
ル
ー
ズ
船
16
隻
の
定

員
合
計
は
１
５
０
０
０
人

に
も
な
る
。
本
町
へ
の
立

ち
寄
り
が
増
え
る
よ
う
積

極
的
な
取
組
を
お
願
い
す

る
。

え
て
検
討
し
た
い
。
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定例会一般質問

問
　
伐
期
を
過
ぎ
た
森
林

整
備
の
課
題
と
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

佐
藤
町
長 

　
町
内
の
山

林
で
伐
期
適
齢
期
以
上
と

な
る
人
工
林
は
、
全
人
工

林
の
94
％
を
占
め
、
こ
れ

ら
は
木
材
資
源
と
し
て

利
用
可
能
な
状
況
で
あ

る
。多
く
の
山
林
は
、そ
の

立
地
条
件
か
ら
搬
出
路
の

作
設
に
多
額
の
経
費
を
有

す
る
ほ
か
、
第
三
者
の
山

林
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
障
壁
も
あ
る
な
ど
、

結
果
と
し
て
収
益
が
見
込

ま
れ
な
い
こ
と
が
、
適
切

な
管
理
に
つ
な
が
ら
な
い

要
因
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
森
林

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
等

に
基
づ
き
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
経

営
管
理
の
委
任
制
度
の
活

用
促
進
に
努
め
る
な
ど
、

山
やまざき

﨑　忠
ただひろ

弘議 員
（　令和新風会　）

問

答答

伐期を過ぎた森林整備は

森林経営管理の委任制度を活用

伐期をむかえ整備が進む山林

一

般

質

問

一

般

質

問

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能

の
発
揮
に
つ
な
が
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

森
林
経
営
管
理
の
委
任
制
度
と
は

手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
町
が
森

林
所
有
者
か
ら
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
、
林
業
経
営
に

適
し
た
森
林
は
地
域
の
林
業
経
営
体
に
再
委
託
す
る
と
と

も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
町
が
公
的
に
管
理

す
る
制
度
の
こ
と
。

問答答
財
政
見
通
し
と
事
務
事
業
の
見
直
し
は

財
政
状
況
は
厳
し
く
見
直
し
は
不
可
欠

問
　
第
10
次
総
合
計
画
策

定
に
あ
た
り
、
人
口
減
少

の
中
で
の
財
政
状
況
の
見

通
し
及
び
事
務
事
業
の
見

直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長 

　
「
中
期
財
政
計

画
」
に
よ
る
財
政
状
況
の

見
通
し
で
は
、
歳
入
に
お

い
て
人
口
減
少
の
進
行
に

よ
り
町
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
の
主
要
な
一
般
財
源

が
、
長
期
的
に
減
少
傾
向

に
あ
る
。一
方
歳
出
で
は
、

物
価
上
昇
の
影
響
に
よ
り

物
件
費
の
財
政
負
担
が
増

え
る
ほ
か
、
人
件
費
や
公

債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

も
増
加
す
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
重
要
課
題
や

町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

に
は
、「
選
択
と
集
中
」
に

よ
る
既
存
事
業
の
見
直
し

が
不
可
欠
で
あ
る
。
次
期

総
合
計
画
で
は
、
現
計
画

の
成
果
と
課
題
を
分
析
し
、

町
民
の
皆
様
か
ら
の
提
言

な
ど
を
踏
ま
え
て
事
業
の

再
構
築
を
進
め
、
効
率
的

で
実
効
性
の
高
い
計
画
を

目
指
す
。

厳しい財政状況の中、効率的な

行政運営を進める町
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定例会一般質問

問
　
組
合
員
の
年
間
漁
業

生
産
額
を
３
０
０
万
円
と

し
て
い
た
が
、
実
情
は
ク

リ
ア
し
て
い
る
と
は
考
え

づ
ら
く
、
対
応
策
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

新
た
な
施
策
は
。

佐
藤
町
長 

　
海
洋
環
境

の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
漁
法
の
転
換
や
新

た
な
養
殖
種
目
の
導
入
に

向
け
た
取
組
、
継
続
的
な

経
営
に
向
け
、
リ
ス
ク
へ

の
備
え
や
設
備
導
入
な
ど
、

経
営
体
の
強
化
に
つ
な
が

る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

問
　
国
、
県
で
は
漁
業
所

得
向
上
の
た
め
、「
海

う
み
ぎ
ょ
う業

」

を
推
奨
し
て
い
る
。「
カ
キ

祭
り
」
等
の
実
績
は
理
解

し
て
い
る
が
、
所
得
向
上

を
図
る
に
は
日
常
的
に
継

続
す
る
事
業
が
必
要
と
考

え
る
が
。

山
やまざき

崎　泰
やすまさ

昌 議 員
（　政和会　）

問

問

答答

答答

漁業者の所得向上について

労
働
人
口
の
確
保
に
つ
い
て

複
合
的
な
支
援
に
取
り
組
む

事業者との検討を進める

初競りが行われた山田魚市場

一

般

質

問

一

般

質

問

公営住宅の関係機関との連携は

町
長 

　「
マ
リ
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
山
田
」
や
「
か
き

小
屋
」
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
が
、
漁
業
収
入
が
不

安
定
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、

海
業
は
効
果
的
な
取
組
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

新
た
な
取
組
を
検
討
す
る

た
め
、「
海
業
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
参
画
し
、
実
証
実
験
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
海
業
と
は
漁
港
を
観

光
、飲
食
、
宿
泊
な
ど
多
様

な
民
間
事
業
者
の
資
金
や

創
意
工
夫
を
活
か
し
漁
村

を
活
性
化
す
る
た
め
に
利

活
用
し
や
す
い
環
境
に
整

備
す
る
事
業
で
あ
り
、
当

町
で
は
、
対
応
す
る
施
策

は
あ
る
の
か
。

上
村
水
産
振
興
主
幹 

　
海

業
を
継
続
的
な
事
業
と
す

る
場
合
、
主
体
と
な
る
事

業
者
（
漁
協
等
）
の
意
向

が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
協
議
し
な
が
ら
考

え
て
い
く
。

問
　
地
域
経
済
の
担
い
手

の
減
少
は
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
久
し
い
が
、
第
一

次
産
業
に
お
い
て
は
特
に

顕
著
で
あ
る
。
第
10
次
山

田
町
総
合
計
画
（
素
案
）

に
お
い
て
具
体
的
な
施
策

は
。

町
長 

　
新
規
就
業
者
に

対
す
る
技
術
面
、
経
営
面

で
の
支
援
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
受
入
経
営
体
の

強
化
を
図
り
、
移
住
・
定

住
施
策
と
も
連
携
し
た
複

合
的
な
支
援
を
展
開
す

る
。さ
ら
に
、生
産
性
や
所

得
の
向
上
に
資
す
る
取
組

を
一
層
強
化
す
る
こ
と
で
、

若
い
世
代
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

問
　
令
和
９
年
度
か
ら

「
育
成
就
労
」が
始
ま
り
外

国
人
の
受
入
れ
や
支
援
に

は
自
治
体
も
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

芳
賀
副
町
長 

　
県
も
認

識
し
て
い
る
の
で
、
県
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

「
育
成
就
労
制
度
」と
は

令
和
６
年
６
月
に
成
立
し
た
入
管
法
及
び
技
能
実
習
制
度

の
一
部
改
正
法
に
よ
り
、
現
行
の
技
能
実
習
制
度
は
「
育

成
就
労
制
度
」
と
な
り
、
令
和
９
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
、
原
則
３
年
間
の
就
労
を
通

じ
て
「
特
定
技
能
１
号
」
の
水
準
ま
で
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
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定例会一般質問

問
　
令
和
７
年
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
、
町
と
し

て
は
災
害
公
営
住
宅
及
び

町
営
住
宅
入
居
者
の
う
ち
、

単
身
高
齢
世
帯
に
対
し
て

は
、
町
営
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
定
期
的
な
巡

回
訪
問
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
課
に
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
と
の
回
答
を
得
た

が
、こ
れ
を
受
け
て
、次
の

２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

（
１
）１
年
あ
た
り
の
訪
問

回
数
及
び
内
容
は
。

（
２
）福
祉
担
当
や
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
連
携
が
と

れ
て
い
る
の
か
。

 

佐
藤
町
長 

　
訪
問
回
数

及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、

年
間
４
回
程
度
実
施
し
て

い
る
が
、
内
容
と
し
て
は

安
否
確
認
と
併
せ
て
緊
急

連
絡
先
や
連
帯
保
証
人
に

変
更
が
な
い
か
な
ど
の
確

豊
と よ ま ね

間根　信
まこと

議 員
（　政和会　）

問

問

答答

答答

公営住宅の関係機関との連携は

熊
の
出
没
に
よ
る
情
報
提
供
体
制
は

防
災
行
政
無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
提
供

情報を共有しながら対応

共同受信施設組合アンテナの例

一

般

質

問

一

般

質

問

認
を
行
っ
て
い
る
。
福
祉

担
当
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

入
居
者
に
対
す
る
福
祉
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
合

に
は
、
関
係
部
署
が
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
近
隣
市
町
村
ど
こ
も

熊
の
出
没
で
大
変
な
状
況

で
あ
る
が
、
注
意
喚
起
な

ど
の
情
報
提
供
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長 

　
熊
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
そ

の
都
度
、
防
災
行
政
無
線

及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
住
民

へ
情
報
を
提
供
し
て
い

る
ほ
か
、
学
校
等
多
数
の

方
々
が
利
用
す
る
施
設
付

近
の
場
合
に
お
い
て
は
、

個
別
に
情
報
提
供
す
る
な

ど
、
注
意
喚
起
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答答
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
解
体
へ
の
助
成
は

組
合
の
意
向
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る

問
　
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域

対
策
と
し
て
各
地
域
に
お

い
て
共
同
受
信
組
合
方
式

で
地
域
の
難
視
聴
解
消
に

努
力
し
て
こ
ら
れ
た
が
、

そ
の
間
に
サ
テ
ラ
イ
ト
中

継
局
な
ど
の
整
備
も
あ
り

状
況
も
変
化
し
て
き
た
。

そ
こ
で
２
点
に
つ
い
て
伺

う
。

（
１
）
町
全
体
の
組
合
数
を

当
局
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。

（
２
）老
朽
化
し
た
設
備
の

解
体
に
つ
い
て
町
で
助
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

　
現
在
、
町
が
把
握

し
て
い
る
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
組
合
は
21
組
合
で

あ
る
。
老
朽
化
し
た
設
備

の
解
体
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
、
現
行
の
「
テ
レ

ビ
難
視
聴
地
域
解
消
事

業
」は
、受
信
困
難
地
域
の

改
善
を
目
的
と
し
て
お

り
、
解
体
に
係
る
費
用
は

補
助
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
。
施
設
解
体
へ
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
が
、
国
庫
補
助

金
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た

施
設
の
解
体
は
「
補
助
金

等
に
係
る
予
算
の
執
行
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
財
産
処
分
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
る
ほ

か
、
組
合
員
間
の
合
意
形

成
や
解
散
手
続
き
な
ど
の

調
整
も
出
て
く
る
こ
と
か

ら
、今
後
、組
合
か
ら
の
意

向
等
を
踏
ま
え
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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定例会一般質問

問
　
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

と
税
負
担
が
増
え
る
。
子

育
て
支
援
に
逆
行
す
る
と

も
言
え
る
制
度
が
国
民
健

康
保
険
の
子
ど
も
均
等
割

負
担
で
あ
る
。
各
地
で
均

等
割
減
免
の
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
。
宮
古
市
で

は
令
和
２
年
度
よ
り
18
歳

以
下
の
子
ど
も
の
均
等
割

を
全
額
免
除
し
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
子
育
て

世
代
を
し
っ
か
り
と
応

援
す
る
立
場
か
ら
、
子
ど

も
の
均
等
割
を
な
く
し
て

子
育
て
し
や
す
い
町
を
つ

く
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

 

佐
藤
町
長 

　
子
ど
も
に

係
る
均
等
割
の
減
額
措
置

に
つ
い
て
は
、
減
収
分
の

財
源
を
公
費
負
担
と
す
る

国
の
制
度
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
保

険
者
の
判
断
に
よ
る
対
象

者
や
範
囲
の
拡
大
は
、
他

木
き む ら

村　洋
よ う こ

子議 員
（　日本共産党　）

問

問

答答

答答

子どもの均等割の免除は

熊
を
寄
せ
つ
け
な
い
環
境
づ
く
り
は

国
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る

独自に軽減策を講ずる考えはない

一

般

質

問

一

般

質

問

の
被
保
険
者
が
法
律
に
基

づ
か
な
い
負
担
を
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
独
自
に
軽

減
策
を
講
ず
る
考
え
は
な

い
。
な
お
、
現
在
、
国
に
お

い
て
子
ど
も
に
係
る
均
等

割
の
減
額
措
置
拡
充
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

問
　
全
国
的
に
熊
の
被
害

が
多
発
し
て
い
る
。
個
体

数
の
管
理
は
必
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
る
が
、
同
時

に
、
熊
が
出
没
し
な
い
よ

う
な
環
境
づ
く
り
（
ゾ
ー

ニ
ン
グ
）
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
特
に
人
口
減

と
な
っ
て
い
る
地
域
で
は
、

放
置
さ
れ
た
栗
や
柿
の
実

の
つ
い
た
木
が
手
つ
か
ず

に
な
っ
て
い
た
り
ヤ
ブ
化

も
進
ん
で
い
る
。
熊
の
餌

に
な
る
不
用
な
木
の
伐
採

や
ヤ
ブ
化
等
を
解
消
し
、

熊
を
寄
せ
つ
け
な
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長 

　
熊
を
寄
せ
つ
け

な
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
見
通
し
を
良
く
す
る

こ
と
は
、
熊
を
含
め
た
獣

害
対
策
に
一
定
の
効
果
は

あ
る
が
、
ヤ
ブ
化
し
て
い

る
エ
リ
ア
は
広
域
的
に
存

在
し
て
お
り
、
誘
引
物
の

撤
去
と
と
も
に
、
所
有
者

と
の
連
絡
調
整
等
困
難
が

予
想
さ
れ
、
実
施
に
は
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
国
の

新
た
な
「
熊
被
害
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
い
て
、

誘
引
物
の
撤
去
の
ほ
か
、

緩
衝
帯
の
整
備
等
の
支
援

が
明
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視

し
、
環
境
づ
く
り
等
の
対

策
を
検
討
す
る
。

問答答
被
災
者
の
「
心
の
ケ
ア
」へ
の
支
援
は

町
民
全
体
に
も
目
を
向
け
取
り
組
む

問
　
震
災
よ
り
15
年
と
な

る
が
、
被
災
者
の
「
心
の

ケ
ア
」
へ
の
支
援
の
動
向

は
。

町
長 

　
被
災
者
の
方
々

や
、
心
の
問
題
を
抱
え
る

町
民
全
体
に
も
目
を
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。 熊の移動経路となる河川の刈払いが望まれる

（嶋田橋付近）
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定例会一般質問

問
　
旧
さ
く
ら
幼
稚
園
が

子
ど
も
、
高
齢
者
の
交
流

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
居
場
所
づ
く
り
は

本
町
の
政
策
課
題
で
あ
ろ

う
と
思
う
が
今
後
の
取
組

を
伺
う
。 

 

佐
藤
町
長 

　
町
内
に
お

い
て
、各
団
体
等
で
は
、子

ど
も
、
高
齢
者
の
居
場
所

の
提
供
や
子
ど
も
食
堂
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
等
を

行
っ
て
い
る
。
活
動
に
際

し
て
は
、
活
動
場
所
や
資

金
面
、
人
材
確
保
な
ど
課

題
が
伴
う
こ
と
か
ら
公
共

施
設
の
提
供
、「
こ
ど
も
食

堂
運
営
支
援
事
業
」、活
動

の
周
知
を
図
る
こ
と
に
支

援
を
し
て
い
る
。
引
き
続

き
連
携
を
図
り
取
組
を
進

め
る
。 

問
　
団
体
等
の
活
動
に
対

し
て
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

の
広
報
を
町
は
連
携
を
図

関
せき

　清
きよたか

貴議 員
（　政和会　）

問

答答

町民の居場所づくりの取組は 

各団体は居場所提供を行っている 

一

般

質

問

一

般

質

問

り
取
り
組
ん
で
い
る
か
。 

濱
登
健
康
子
ど
も
課
長 

　

団
体
で
は
自
ら
広
報
に
取

組
ん
で
い
る
。
町
で
は
行

政
が
関
わ
る
分
野
の
広
報

に
支
援
し
て
い
る
。 

支
援
セ
ン
タ
ー
を
不
登
校

で
困
っ
て
い
る
小
中
学
生

や
保
護
者
の
方
々
に
希
望

が
持
て
る
よ
う
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
が
。 

教
育
長 
　
当
施
設
に
通
う

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
注

視
し
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
図
る
な
ど
よ
り
よ

い
学
び
の
場
と
な
る
よ
う

に
努
め
る
。 

問
　
当
町
の
小
中
学
校

の
不
登
校
の
現
状
を
伺

う
。 

 

松
葉
教
育
長 

　
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
令
和
６
年
度

は
46
名
と
過
去
最
多
と

な
っ
て
い
る
。 

問
　
令
和
８
年
４
月
か
ら
、

旧
船
越
小
学
校
を
活
用
し
、

本
格
運
用
を
始
め
る
教
育

問答答
山
の
内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
移
設
は 

集
会
施
設
の
在
り
方
を
検
討 

問
　
山
の
内
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
東
日

本
大
震
災
を
経
て
集
落
の

環
境
も
変
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
移
設
の
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

町
長 

　
建
設
か
ら
45
年

が
経
過
し
て
お
り
、
地
域

の
方
々
か
ら
は
「
避
難
所

と
し
て
立
地
が
悪
く
、
駐

車
場
も
な
い
」
と
い
っ
た

ご
意
見
を
頂
い
た
こ
と
も

あ
る
。現
時
点
に
お
い
て
、

移
設
の
考
え
は
な
い
が
、

人
口
減
少
等
に
よ
り
集
会

施
設
の
集
約
化
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
今
後
は
財
政
負
担
や

地
域
の
意
向
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
、
集
会
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。 

要
望
　
地
域
住
民
の
意
向

に
耳
を
傾
け
、
地
域
の
た

め
の
集
会
施
設
を
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
の
か

考
え
て
も
ら
い
た
い
。 

 

問答答
町
内
小
中
学
校
の
不
登
校
の
実
態
は 

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る 

老朽化が進む山の内生活改善センター

交流の場として有効利用（旧さくら幼稚園）
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定例会一般質問

問
　
町
道
前
須
賀
・
タ
ブ

の
木
荘
線
の
う
ち
、
通
称

ど
ど
っ
ぱ
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
協
議
の
上
、
急

カ
ー
ブ
を
緩
や
か
な
カ
ー

ブ
へ
直
す
計
画
は
な
い
の

か
。ま
た
、田
の
浜
地
区
の

低
地
部
が
現
状
の
ま
ま
の

う
ち
に
拡
幅
工
事
を
し
て

お
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

当
局
の
考
え
を
伺
う
。

佐
藤
町
長 

　
町
道
前
須

賀
・
タ
ブ
の
木
荘
線
の

カ
ー
ブ
に
つ
い
て
、
乗
り

越
し
道
路
付
近
に
急
カ
ー

ブ
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
や
通
行
の
支
障
と

な
る
草
木
の
伐
採
を
実
施

し
、
道
路
を
安
全
か
つ
円

滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
該
箇
所
の
カ
ー
ブ
を
緩

や
か
に
す
る
に
は
、
用
地

買
収
や
山
を
切
り
開
く
な

菊
き く ち

地　光
こうめい

明 議 員
（　新生会　）

問

問

答答

答答

田の浜地区の道路拡幅は

防
潮
林
の
整
備
は

県
と
情
報
を
共
有
し
て
い
く

現時点で予定はない

一

般

質

問

一

般

質

問

ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、現
在
の
線
形
で
安
全
・

安
心
に
通
行
が
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
道
路
管
理
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
当
該

路
線
の
道
路
拡
幅
に
つ
い

て
、
今
後
の
土
地
利
用
の

計
画
に
併
せ
道
路
整
備
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
道
路
拡
幅
の
予
定
は

な
い
。

町道前須賀・タブの木荘線

問
　
前
須
賀
地
区
と
浦
の

浜
地
区
の
防
潮
林
の
松
の

木
に
つ
い
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
約
15
年
、
植
栽

し
て
か
ら
約
10
年
が
経
過

し
て
、
現
在
は
枝
払
い
や

間
伐
の
時
期
に
あ
る
と
思

う
が
、
関
係
者
と
協
議
の

上
、
実
施
を
要
望
し
て
は

ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
と
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
せ
よ
。

町
長 

　
前
須
賀
地
区
及

び
浦
の
浜
地
区
の
防
潮
林

に
つ
い
て
、
施
設
管
理
者

で
あ
る
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て
下

刈
り
及
び
本
数
調
整
伐
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
は

状
況
を
見
な
が
ら
再
度
本

数
調
整
伐
や
つ
る
の
駆
除

等
の
実
施
を
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
引

き
続
き
、
適
切
に
維
持
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
県

と
情
報
を
共
有
し
て
い
く
。

植栽から約10年が経過した防潮林（浦の浜地区）
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定例会一般質問

問
　
下
水
道
事
業
は
住
民

生
活
を
支
え
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
り
、
町
長
が

住
民
負
担
に
配
慮
し
使
用

料
改
定
に
慎
重
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
こ
と
は
理
解

で
き
、
そ
の
姿
勢
を
尊
重

す
る
立
場
で
あ
る
。
し
か

し
、
施
設
の
老
朽
化
や
人

口
減
少
が
進
む
中
、
現
行

使
用
料
で
将
来
の
更
新
費

用
を
十
分
に
確
保
で
き
る

の
か
、
慎
重
か
つ
冷
静
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
令

和
６
年
度
決
算
で
は
経
費

回
収
率
が
48
・
81
％
で
、一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に

依
存
し
て
い
る
が
、
経
営

健
全
化
と
自
立
性
向
上
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

 

佐
藤
町
長 

　
下
水
道
事

業
は
使
用
料
と
一
般
会
計

繰
入
金
を
主
な
財
源
と
し

て
き
た
が
、
近
年
は
企
業

横
よ こ た

田　龍
たつひさ

寿議 員
（　政和会　）

問

答答

下水道経営の健全化の策は

使用料改定も視野に入れる

一

般

質

問

一

般

質

問

債
償
還
金
の
増
加
な
ど
に

よ
り
繰
入
金
へ
の
依
存
が

続
い
て
い
る
。
今
後
は
事

務
執
行
体
制
や
施
設
管
理

業
務
の
適
正
化
・
効
率
化

に
よ
る
経
費
削
減
を
進
め
、

使
用
料
改
定
も
視
野
に
入

れ
、
経
営
健
全
化
と
自
立

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
は
半
分

以
上
を
赤
字
で
運
営
し
て

い
る
状
況
だ
が
、
こ
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長 

　

経
費
回
収
率
は
48
・
81
％

で
、
一
般
会
計
か
ら
の
約

４
億
１
４
０
０
万
円
の
繰

入
れ
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
。
前
回
の
使
用
料
改

定
は
平
成
17
年
度
で
、
こ

れ
ま
で
は
接
続
率
向
上
を

優
先
し
て
据
え
置
い
て
き

た
が
、
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
よ
り
、
支
出
削

減
と
収
入
改
善
が
必
要
で

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

問
　
改
定
の
ス
パ
ン
や
時

期
は
。

上
下
水
道
課
長 

　
他
自
治

体
で
は
３
年
か
ら
５
年
が

多
く
、
本
町
も
改
定
時
期

を
含
め
検
討
中
で
あ
る
。

先
送
り
す
れ
ば
負
担
増
が

急
激
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
現
状
で
は
理
論
上
２

倍
以
上
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
な
る
が
、
使
用
者
の

負
担
に
は
十
分
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他

市
町
村
の
使
用
料
を
参
考

に
改
定
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

要
望
　
基
本
的
に
は
税
金

以
外
は
受
益
者
負
担
が
原

則
だ
。
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
と
な
る
と
、
豊
間
根

地
区
、
荒
川
地
区
等
下
水

道
を
整
備
し
て
い
な
い
地

下水道事業の早期の経営健全化を

「
経
費
回
収
率
」と
は

汚
水
処
理
に
要
す
る
費
用
を
、
ど
の
程
度
下
水
道
使
用
料

で
賄
え
て
い
る
か
を
示
し
た
指
標
の
こ
と
。

区
の
住
民
の
実
質
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

早
め
に
改
定
し
て
ほ
し
い
。

下水道をＰＲするイベント
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17日　全員協議会…議長外11名出席

29日　令和７年度三陸沿岸道路東松島・山田間機

能強化連絡協議会総会…議長出席（釜石市）

７日　町村議会議長会広報担当者研修会…議会広

報編集特別委員長外２名出席（盛岡市）

７日　岩手県立宮古短期大学部協力会令和７年度

第１回総会…議長出席（宮古市）

11日～12日　町村議会議長会政務調査会研修会並

びに第69回町村議会議長全国大会…正副議長出席

（東京都）

13日　防衛省全国情報施設振興議員連盟並びに総

務省・防衛省への要望活動…議長出席（東京都）

20日　総務教育常任委員会…委員長外５名出席

26日～27日　産業建設民生常任委員会視察研修…

委員長外５名出席（岩泉町、洋野町、青森県八戸市）

令和７年第３回定例会閉会後から同年第４回定例会開会前までの議会活動をお知らせします。

９月

１１月

　
10
月
７
日
に
、
町
村
議
会
委
員
長
研
修
会
が
岩
手
県
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
、阿
部
吉
衛
産

業
建
設
民
生
常
任
委
員
長
、昆
清
議
会
運
営
委
員
長
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
大
正
大
学
地
域
創
生
学
部
公
共
政
策
学
科
の
教
授
で
地
方
議
会
改
革
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
江
藤
俊
昭
氏
。「
い
ま
求
め
ら
れ
る
議
会
の
役
割
と
責
任
」「
議
会
制
度
に
お
け
る

委
員
会
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
で
し
た
。本
町
議
会
基
本
条
例
に
あ
る
「
町
民
の
声

を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
議
会
、
町
民
に
対
し
て
開
か
れ
た
議
会
」
の
構
築
を
目
指
し
、
年
齢
や

性
別
、
職
業
の
異
な
る
多
様
な
人
材
が
参
画
す
る
こ
と
の
で
き
る
議
会
と
な
る
よ
う
、今
後
も

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講義する江藤俊昭氏

熱心に耳を傾ける議員

７日　町村議会議長会第10回委員長研修会…議会

運営委員長、産業建設民生常任委員長出席（盛岡

市）

22日～24日　町村議会議長会令和７年度政務調

査会研修会（島根県奥出雲町、出雲市、美郷町、松

江市、安来市）…議長出席

27日　産業建設民生常任委員会…委員長外５名出

席

１０月

５日　宮古地区広域市町村議会連携会議研修会…

議長外13名出席（田野畑村）

１２月

１日　総務教育常任委員会…委員長外５名出席

２日　議会運営委員会…委員長外５名出席

３日　全員協議会…議長外13名出席

議会活動報告
～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～     議会の動き議会の動き～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～ 

町
村
議
会
委
員
長
研
修
会
を
受
講

町
村
議
会
委
員
長
研
修
会
を
受
講
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11
月
５
日
、
宮
古
地
区
広
域
市
町
村
議
会
連
携
会
議
の
議
員
研
修
会
が
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
を
会

場
に
、宮
古
広
域
の
４
市
町
村
議
会
か
ら
議
員
89
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、講
師
に
（
一
社
）地
方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構
の
上
席
研
究
員
で
あ
る
渡
辺

大
樹
氏
を
招
き
、「
議
会
が
行
う
べ
き
予
算
・
決
算
審
議
に
つ
い
て
～
デ
ー
タ
に
基
づ
く
財
政
及

び
総
合
計
画
と
の
関
係
～
」と
題
し
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
後
に
は
講
師
を
交
え
た
情
報
交
換
会
も
設
け
ら
れ
、
議
員
間
で
意
見
や
情
報
の
交

換
が
行
わ
れ
、有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

講義する渡辺大樹氏

講義の様子

　
11
月
７
日
に
、
町
村
議
会
広
報
担
当
者
研
修
会
が
岩
手
県
自
治
会
館

で
開
催
さ
れ
、
佐
々
木
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
長
、
山
﨑
忠
弘
委
員
、

横
田
龍
寿
委
員
が
受
講
し
ま
し
た
。
議
会
広
報
の
企
画
と
編
集
に
つ
い

て
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
を
講
師
に
迎
え
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
活
か
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
見
た
い
、
知
り
た
い
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

議会広報コンクール

入賞を目指し、受講

にも熱が入ります。

宮
古
地
区
広
域
市
町
村
議
会
連
携
会
議

宮
古
広
域
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
平
成
31
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
。
管
内

市
町
村
議
会
の
正
副
議
長
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
共
通
す
る
行
政
課
題
の
調
査
や
研
究
、

議
員
研
修
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

講義する芳野政明氏

議会活動報告
宮
古
地
区
広
域
市
町
村
議
会
連
携
会
議
研
修
会
を
受
講

宮
古
地
区
広
域
市
町
村
議
会
連
携
会
議
研
修
会
を
受
講

町
村
議
会
広
報
担
当
者
研
修
会
を
受
講

町
村
議
会
広
報
担
当
者
研
修
会
を
受
講
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岩
手
県
立
山
田
高
等
学
校
は
、
大
正
15
年
に
開
校
、
町
の
教
育
の
発
展
を
支
え
る
と
と
も
に
、
多
く

の
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。令
和
８
年
に
は
創
立
１
０
０
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。

し
か
し
入
学
者
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、伝
統
あ
る
山
田
高
校
の
存
続
の
た
め
に
は
、
町
に
よ
る
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
固
な
支
援
が
必
要
で
す
。高
校
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
給
食
の
提
供
に

つ
い
て
、早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
12
月
５
日
に
町
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
望
を
受
け
、
町
か
ら
は
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
給
食
の
提
供
を
実
施
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
回
答
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

提言書の説明をする

豊間根総務教育常任委員長

提言書の手交を受ける

佐藤町長と松葉教育長

～都市型スポーツ整備推進事業について～
　中央公園「遊ビバ！！」整備の経緯や施設の管

理運営について説明し、現地視察も行いました。

令和７年４月から１２月までの間に受け入れた行政視察についてお伝えします。

議会活動報告

山
田
高
校
へ
の
給
食
の
提
供
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

山
田
高
校
へ
の
給
食
の
提
供
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

①宮城県①宮城県大大
お お さ と ち ょ うお お さ と ち ょ う

郷町郷町議会議会

（５月12日来町）（５月12日来町）

～～～～～～～～～～～～行政視察受入れ行政視察受入れ～～～～～～～～～～～～
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～議会基本条例について～
　現在議会基本条例の制定に向けた取組を

行っている金ケ崎町。本町の条例制定の経緯

や条例に基づく活動を説明しました。

～東日本大震災からの復興について～
　震災後、本町は静岡県から多くの職員を派遣

いただき、行政支援や生活再建、インフラ整備

などのあらゆる分野で力強いご支援をいただ

きました。

　今回は本町の復興状況や、南海トラフ地震へ

の備えとして、地震・津波対策の現状などを視

察しました。

～地震・津波等の防災対策について～
　震災直後から本町に職員を派遣いただき、混

乱期の業務を支えていただきました。上ノ国町

は平成５年７月12日に奥尻島沖で発生したマグ

ニチュード7.8の地震による被災経験を活かして、

それぞれが自治体の公用車に乗って来町してく

れたので、公用車が被災した本町では大きな支

援となりました。

　本町の地震・津波等の防災対策や、大規模災害

時に議員がどのような行動をすべきかを視察し

ました。また、震災伝承ギャラリーにおいて町内

各地区の被災状況や復興後の街並みなどを見学

しました。

議会活動報告
②金ケ崎町議会 報酬等検討特別委員会②金ケ崎町議会 報酬等検討特別委員会

（７月４日来町）（７月４日来町）

③静岡県議会 危機管理暮らし環境委員会③静岡県議会 危機管理暮らし環境委員会

（10月15日来町）（10月15日来町）

④北海道④北海道上上
か み の く に ち ょ うか み の く に ち ょ う

ノ国町ノ国町議会議員議会議員

（11月28日来町）（11月28日来町）
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産業建設民生常任委員会視察研修

グランピング施設

外観

←

産業建設民生常任委員会は以下の内容について調査するために11月26日に岩手県岩泉町と洋野町を、

27日に青森県八戸市を視察しました。

シンバルス（岩手県岩泉町）〜グランピング施設及びキャンプ場に関する視察〜

　岩泉町では平成28年台風10号豪雨災害で被災し

た交流施設「ふれあいらんど岩泉」を再整備し、令和

７年４月24日に新たな観光施設として「シンバル

ス」がグランドオープンしました。再整備にあたって

は、グランピング施設やコテージの建築、サニタリー

ハウスのリフォーム、オートキャンプ場の区画拡大、

東屋設置などを実施しました。特徴として、持続的な

管理運営を図ることを目的に民間の活力を導入して

おり、町が決定した事業者が施設設計や施工などを

行い、完成後は指定管理者となって管理運営を行っ

ています。

グランピング施設

内部

→

建設中の

陸上養殖施設外観

→

株式会社北三陸ファクトリー（岩手県洋野町）〜つくり育てる漁業に関する視察（ウニの畜養及び陸上養殖）〜

社内での

視察研修

←

　洋野町では、昆布やワカメなどの海藻資源を守り

ながら、高品質なウニを持続的に生産する独自の仕

組みがあります。約50年前に漁師が考案した「うに

牧場R（増殖溝）」により、資源の枯渇を防ぎつつ安定

した漁獲を実現しています。

　北三陸ファクトリーでは、磯焼けによる餌不足で

痩せたウニを畜養し、美味しいウニとして商品に変

える取組を行っています。また、令和７年４月よりウ

ニ陸上養殖システムの構築に向けて、国の事業を活

用して実証事業の本格化に取り組んでいて、現在洋

野町内に大規模陸上養殖施設を建設中です。

八戸市水産会館及び嶋脇漁業株式会社（青森県八戸市）〜つくり育てる漁業に関する視察（カレイ・ヒラメの陸上養殖）〜

八戸市

水産会館

視察研修

←

　八戸市ではイカやサバが主要魚種でしたが、不漁

により漁業者だけでなく飲食業界、観光業界へ大き

な影響が出ています。このような状況を打開するた

め、同市では「八戸水産アカデミー」を設置し、養殖

業や消費者ニーズなどをテーマに講演会を開催する

など、関係者の知識向上を図りながら水産業の再興

に向けた取組を行っています。

　これを受け嶋脇漁業株式会社では、新規事業とし

てマツカワガレイの閉鎖循環式陸上養殖に取り組ん

でいます。この事業は産学金官が連携した事業で、養

殖は令和７年６月30日から本格的に開始しています。

現在養殖しながら成育状況やコストなどデータ収集

を行っていて、令和８年度以降に出荷する予定です。

陸上養殖

施設内部

→

議会活動報告
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総務教育常任委員会視察研修
総務教育常任委員会は以下の内容について調査するために12月16日に宮城県富谷市を、17日に宮城県

栗原市と加美町を視察しました。

宮城県富谷市〜移住定住に関する取組についての視察〜

　富谷市は①暮らしを自慢できるまち！②教育

と子育て環境を誇るまち！③元気と温かい心で

支えるまち！④市民の思いを協働でつくるま

ち！の基本方針のもと、「住みたくなるまち日本

一」の実現を目指してまちづくりに取り組んで

います。大東建託株式会社が発表した住み続け

たい街ランキング2025で５年連続東北第１位、

街の住みここちランキング2025で６年連続東北

第１位を獲得するなど、自治体評価ランキング

で軒並み高評価を受けています。また国立社会

保障・人口問題研究所が平成30年に発表した将

来人口推計では、東北６県の中で唯一、2045年ま 富谷市視察研修

宮城県栗原市〜移住定住に関する取組についての視察〜

栗原市視察研修

　栗原市は暮らし・仕事・交流全般で移住希望

者を支援しています。取組の１つに「くりはら

移住定住コンシェルジュ」があります。先輩移住

者等がコンシェルジュ（相談役）として活動し

ており、移住相談や情報発信を行っています。移

住希望者は実際の生活を生の声から知ることが

できます。また市では、ＳＮＳを使い市の魅力を

伝えるなど、情報発信にも力を入れています。

施設内での

視察研修

←

国立音楽院宮城キャンパス（宮城県加美町）〜廃校舎の利活用に関する取組についての視察〜

　加美町では廃校となった旧上多田川小学校に

ついて、平成25年に跡地利活用検討委員会を設

置し地域住民の意見を傾聴するなどして、福祉

施設、交流・教育施設、コミュニティ施設を複合

的に組み合わせ、まちづくりへの寄与・周辺との

調和、コミュニティへの貢献を考慮した活用を

進めることにしました。平成27年に株式会社国

立音楽院より地方創生に関する「音楽と福祉」

の構想の提案があり、視察や住民説明会を経て

平成29年４月に開校しました。音楽の夢を志す

者が全国から集まり、日々、管楽器の修理や弦楽

器製作、音楽療法などの技術習得に励むほか、地

域住民との交流も積極的に行われています。

で人口増加を続ける都市とされました。

施設外観

→

議会活動報告
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望さん（母）
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月ちゃん（７歳・長女）

耀
よ う た

大くん（３歳・長男）

瑚
こ は る

晴ちゃん（１歳・次女）

議会を初めて見学し、町長さんを

はじめ、議員の方々や町役場の

方々が山田町をより良くするため

に一生懸命頑張っていることを知

り、ありがたいと感じました。

実際に議会を見学するのは初めて

でした。議員の方々が山田町のこ

とをよく考えて熱心に質問してい

る様子を見て感謝したいと感じま

した。

議員一人ひとりの持ち時間が決

まっている中、時間いっぱい議員

の方が思いを伝えたり質問をした

りしている姿が印象的でした。次

は私たちが高校生議会で頑張りた

いと思います。

山田高校の３年生23人が12月定例

会の一般質問を傍聴しました。そこ

で、３人の生徒に傍聴した感想を伺

いました。～山田高校生の「視点」～
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た な か
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ゆ な

奈さん 笹
さ さ は な

花心
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音さん

次の定例会は２月６日（金）

に開会する予定です。

お気軽にお越しください。
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